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Grimmelshausenの作品全体をFr.Gundolfは次の様に分類した。
先づ第一に最も内面的で濃密な層をなすものとして, 1)Simplicissimus
5巻（1669）2)それにつづくもので，幾分独立的な価値あるものとして，
Simplicissimus6巻（続篇,1 69),放浪女クラーシエ(dieLandst6rt-
zerinCouraschel670)不思議な烏の巣(derwunderbarlicheVogel-
nestll672秋，同Ⅱ1675春),永代暦(derEwigwahrendeKalender
1670),あべこべの世界(dieverkehrteWeltl673)冥途の評議会
(dasRatstiibelPlutonisl672)。そして最も重要性のうすいものとして，
3)空飛ぶ月世界への旅行(derfliegendeWandersmannnachdem
Mondel659),お前と私の夢物語(TraumgeschichtevonMirund
Dirl660)黒と白，又は調刺的巡礼(SchwarzundWeiBoderder
satyrischePilgraml667)ディエトヴアルトとアメリンデ(Dietwaldund
Amelindel670),プロキシムスとリュンピーダ(derdurchleuchtigsten
PrinzenProximiundseinerohnvergleichlichenLympidaeLiebs-
geschichts-Erzahlungl672),純潔なるヨーゼフ(derkeuscheJoseph
l667）と，以上三重の濃淡の層を表すものとして，作品の文芸価値の点か
ら区別した。これに対してJ.H.SJlolteは作品の内的相互関係から,1)
教化的なもの， 2）娯楽的なもの， 3）全民衆的なものの三種に分類
し，第一に属するものとして，＜調刺的巡礼＞がモラリストとしての作者
の立場を表明し，第二の部類として「純潔なるヨーゼフ」がErotikerと
しての作者を示し，第三の部類にカレンダー製作者として半ば調刺的，半
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ぱ告白的に<Simplicissimus>を描いているとしている。Scholteは
<Simplicissimus>第六巻の最後につけられた<Beschlu6>(結語)を
解説しながらその中に出てくる「純潔なるヨーゼフ」や「調刺的巡礼」が
「ジンプリツィシムス」よりも古く，作者がまだ小銃兵であった頃に着手
され「ジンプリツィシムス」にまで発展したと言う作者自身の言葉を引合
に出して, Simplicissimusの構想は若い頃から作者の胸中に何回となく
描かれ，道徳的なものと娯楽的なものとの総合として内的発展をとげたも
のだと述べている。次にHansEhrenzellerはGr．(Grimmelshausenの
略,以下同じ)の作品を二つにわけて,SimplicianischeSchriftenとIdealro-
manとに大別している。SimplicianischeSchriftenというのはVogelnest
第二部の序言の中で作者が彼の最も本質的な作品として,Simplicissimus
5巻，続篇が第6巻,Courascheが第7巻,Springinsfeldが第8巻，
Vogelnest第1部が9巻,第2部が第10巻。以上10巻よりなる作品として
Simplicianischegchriftenを数えているのである。この10巻の作品に入
らないものとして, <DietwaldundAmelinde>JP<Proximusund
Lympida>などを理想小説とよんでいる。これらは一種の歴史小説である
が，作者にとっては， 歴史としての過去は素材を理想化したh6fischな
Romanであるから，これを理想小説とよび「純潔なるヨーゼフ」はSimp-
licianischeWerkeとIdealromanとの中間的なものと見ている。
以上三者の見解はそれぞれ然るべき理由をもっていると思うが，筆者と
してはEhrenzellerの見解に基礎をおいて更にそれを補充して,Simpli-
cianischeWerkelO巻とそれに対するものとしてIdealromanの外にKa-
lender-Geschichteを数えたい。そして本論としてはこれら三種の作品が
相互にいかなる関係をもっているか，言いかえると， これら三種の作品が
作者Gr.からするといかなる親近間係をもっているか。どの種の作品が
作者にとって最も本質的であったか造検討して見たい。
彼の作品を発生的な順序に従って考えて見ると,Idealromanが大体初
期の作品であり,Moscheroschのかなり強い感化をうけたり，またZesen
のNachfolgerのような立場にあって,Gr.が最初に文壇にうって出よう
とした習作であり，少くとも作者独自のものが充分に表現されていないと
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見られる作品である。
当時の読者層はと言えば,Simplicissimusf'Springinsfeldの中で作者
が随所に表現しているように， 30年戦争はドイツの国土を廃土と化し，市
民や農民達を完全に破産せしめたからして，当然の結果として文化の担手
は宮廷と貴族のごく狭い範囲に限定され，教養ある市民が残ったとして
も,OpitzJPZesenのように貴族に奉仕する人達であった。従って文化
の担手が学者であるかゥ貴族であると言う事実が,Humanistenの文学観
に影響を与えて文学と学問の間に密接な相互関係を生ぜしめた。すなわち
文人は必ず学者であらねばならなかった。 16世紀では学者は全部ラテン語
を使用していたからして，文人もまたラテン語を使用し； ラテン・ギリシ
ヤの古典文学の造詣が必須であった。これは丁度日本文学の根底に大きく
支那文発が影響し，明治文学までは多少なりとも儒教的精神が発見された
のとよく似た現象である。
さてBarock文学が宮廷を中心とする貴族に限定されていたとすると，
その人達を対象とした文学には何等か特種な様式が要求されたであろうか
と言うに， そこには確かに入室の儀式とも言うべき冗長なPraludienが
本来の文章に入る前に繰返されたのである。一体17世紀の書物は文学に限
らず， その本の大体の内容を副題として書きつらねたようであるが，それ
をもっと立入ってVorredeの問題としてEhrenzellerが取扱っているの
で，その所説に基づいて議論を進めて見よう。
最も重要性のうすいものとしてGundolfのあげていたTraUmgeschich_
te･f>Mondreiseはその後の研究により結局BaltasarVenatorの作
であり，従ってGr.の処女作は1666年秋に出た<derSatyrischePilgram
Teil>であると判定され,TeilⅡはその翌年1667年に出版された事に
なる。所でこの作品は1683/84年，1685/99,1713年に出た全集には収録さ
れていないので入手困離であるが，原本はFreiburgのBibliothekとZiirich
のZentralbibliothekに保存されている。この作品に著者は三つのVor-
redel)Vorrede<momiplacat!>2)Vorrede<Gegenschrift
desAutors>3)Vorrede<AndieLeser>をつけている。Gr.は自分の
作品の影響に対してかなり鋭敏であった。それで最初の<momiplacat>
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ではUrleserとして一人の喧しい非難者を仕立てて，実は自分の処女作
が世間からどんな悪評をうけても大丈夫なように最初から大いに臆してお
くと言った方法を取っているのである。このような態度をとった理由は既
述の如く文人は学者でなければならず，彼自らも古典の作品から数多く引
用したi),百科辞典的知識をひけらかしているのであるが，何と言っても
本式の学者ではなく，独学者であった所から一種のLampenfieberを感じ
ていたと思われる。所が次の<Gegenschrift>では著者は自己のUn-
gelehrtheitを少しも否定せず,堂々と,,DaBichnehmlichnichtsstudiert,
sondernimKriegufgewachsen…daheroauchnichtgenugsamb
seye,Biicherzu.schreiben･･･solchesistniemandleideralsmir.‘‘と
言っている。Momusは小説を書く動機としてRuhmeshalberとGewinn-
steshalberの二つの動機しか知らないが，著者は更に第三のMotivと
して, ,,WeraberetwasweiB,solsseinemNebenmenschencommu-
niciren..;と言っている。 さらにAutorはmomusに辛辣なHumorで
以て威嚇して, @@MitderDrohung,erwerdedasKriegshandwerk
wiederergreifenundmitMusquetundDegendenRezensentenauf
denLeibrticken.''と書いている。 一体Gr・の作品にはDramatiker
によくある ,,polemischeEigenschaftC@がある。（例えばTrutz=Simp-
lexである所のCourascheの如きもの）が， この<derSatyrische
Pilgram>にもそれが認められ，挑戦的反骨精神が感ぜられるのである。
そして最後の<AndieLeser>のVorredeは，元来他のこのVorrede
よりも以前に書かれていたらしいが， そこにGr・の文学観らしきもの
がうかがわれる。 もとの題名<SchwarzundWeiB>の詳細な弁護と説
明を提示しているが， その方法はSatz,Gegensatz,Nachklangの三段
論法の形式によって内容を紹介したもので， それは読者のためというより
著者のための説明と考えられる。以上彼の処女作と思われる<derSaty-
rischePilgram>の三つのVorredeをあげたのはこの時代の小説の様式
を知るためと， さらにこの作品が<derkeuscheJoseph>と共に内面的
発展を遂げて作品<Simmplicissimus>にまで形成されたものであるか
ら，作者の重要な側面が覗われると考えたからである。
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さて不易と流行という面から作品を観察すると,Gr.の作品Simplicia-
nischeSchriftenとIdealroman,Kalendergeschichteの中で最も流行色
の濃いものはと言えば, Idealromanであるだろう。何故ならIdealroman
はまた歴史小説であり，歴史小説はその素材を古代に求めていて，所謂文
人は学者でなければならぬという当時のHumanist達の要請に基づくも
のと考えられるからであり， その読者層はAmadisRomanによって培
われた貴族社会や， それを標れる人達であったと考えられ，必ずしも民衆
全般を対象とするものでなかったと考えられるのである。
Gr.は多くのPseudonymenを使用しているのであるが,Idealroman
に属する<DietwaldundAmelinde>,<ProximusundLympida>,
<RatioStatus>だけは本名でかかれているのは何故であろうか，それ
は貴族や上流社会を対象にかかれたh6fischeWerkeでは作者は自分の
名を彼等に知ってもらいたい。彼等の好意を保持したいと言う気持が働い
ていたのではないかと考えられる。 それに対してvolkstiimlichな作品
では匿名を用いているのは，一には当時の流行もあったと思われるが，更
に深く考えると作者はAnagrammに於て彼の人生観や文学観を象徴的
に表現する格好の形式を発見していたと思われるふしがある。 それは
<Baldanderssein>の思想を最も端的に表現したものと解せられるから
である。いかに名前は変ろうと，全体としての文字の数は変らない。そこ
に作者はTarnkappeを楽しんでいると思われる。DerWahnbetrtigtと
いう実相を知った作者は逆に多くの偽名で以て人をあざむいているのであ
るが，はたしてGr.は自らを欺き通したであろうか。むしろ自らの仮面
を脱いで暴露している箇所があるのである。それは<Simplicissimus>
第6巻のBeschluB(結語）である。
オランダの船長Cornellisonが世にも不思議なこととして一人の年老い
たドイツ人が絶海の孤島で椰子の葉に綴った生涯の伝記であるその書物を
見せる。それが<SimplicissimusTeutsch>であるが,BeschluBはそ
れと全然無関係に次の事を決定している。
1) DerSimplicissimusは自伝ではなくしてFiktionである。2)そ
れは全部島で出来たものでなくて， 一部は著者がまだMusquetierの頃
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にかかれた。3)この作者は虚構のHerausgeberであるGermanSchleif-
heimvonSulsfortと同一人であるが，本当はSamuelGreifnson
vonHirschfeldと言う名であった。そしてこのGreifnsonがSimplicis-
simusに先立つくJoseph＞やくSatyrischerPilgram＞の著者であ
った。4)HeausgeberはGrimmelshausenであるが，それはAnagb
rammatischにおかれた地名の背後にかくされている。しかし著者はこれ
をVersetzungderBuchstabenによって解明する方法を暗示している
のである。例えばCernheinやRheinnecはRenichen(Renchenの古
名）のAnagrammである事はすぐ・想像がつく。P=P(rator)．SchultheiB
VonRenchenは彼が1667年以来その職にあった。1671年4月22日に
BeschluBをかいたとすると，この作品の出版の翌年に書かれたわけであ
る。H.I.C.V.G・はHansJacobChristoffelvonGrimmelshausen
を意味する。そしてこの28の文字を基礎として作者は多くのAnagramm
を作った事は想像に難くない。
Gr・がSimplicianischeSchriftenとKalender-geschichteに属する作
品にはAnagrammを用い,ldealromanには本名で書いたと言う事実か
らでも,Idealromanは一応他の二種類の作品とは異なり,作者本来のもの
でなくして，時流のために書いたものと判断する事が許されるであろう。
そうなると残る二つの種類がGr・の本来的なものと解釈されるのである
が， これら二種の作品相互の関係はどうであろうか。全然異質なものか，
それともどの点が相違しているのであろうか。 これを解明するためには当
然Vogelnest第二部の序文で語っている著者の言葉を引合に出さねばな
らない。
,,SonstenwarediesesbilligdaszehenteTeiloderBuchd s
,,abenteuerlichenSimplicissimiLebensbeschreibung@@,wannnamlich
die,,CourascheG:vordassiebente,der,,Springinsfeld<@vor as
achteunddaserstePartdes,,wunde barlichenVogelnests"vor
dasneunteBuchgenommenwtirde,sintemalallesvondies n
SimplicianischenSchriftena einandergehangtundwederer
ganzeSimplicissimus,nocheinesausdenobengemeldetenletzten
22
TraktatleinalleinohnesolcheZusammenftigunggenugsamverstan-
denwerdenmag_C@ この序文を見てもわかるように，作者はこのSimp-
licianischeSchriften全10巻を以て一つの纒った一連の作品と見なして
いる事がわかるのである。 それならばどのようにこの10巻の作品が相互に
緊密な関係を保っているか。 それを究明してゆく事によって, Kalender-
geschichteとの関係も自然に判明するものと思はれる。まづこれら10巻
の作者と作品の同一的関係を形式的に究明して見よう。その作者に就て考
えて見ると，
1) Simplicissimusの本名はMelchiorSternfelsvonFugshaimで
その著者がSamuelGreifnsonvonHirschfeldaliasGermanSchleifheim
vonSulsfort.
2）第6巻のBeschluBにちらりとのぞかせた著者名はH.I.C.V.G.
P.zuCernheimであった。
3)<Courasche>のSchreiberとしてはPhilarchusGrossusvon
Trommenheimが仕え，それがまた<Springinsfeld>のNacherzahler
でもある。
4)<Vogelnest>第1部の作者はMichaelRegulinvonSehmsstorff
5） その第2部の作者はaceeeffghhiillmmnnoorrssstuuである。
これらの著者名はすでにのべたように28文字のAnagrammであること
は想像にかたくないであろう。従って10巻は全部同一人の作である事に間
違いないのである。
次にこれら10巻の作品相互の関連性を探って見よう。SimPlicissimus
Teutsch5巻と続篇第6巻の関係はどうであろうか。Simplicissimus第
5巻の最後で生涯を通じての反省がなされ,Guevaraの文を引用して
,,AdieuWelt<#を叫んだ後，
,,BegabmichderohalbenineineandereWildnusundfingmein
SpesserterLebenwiederan;obichaberwiemeinVatterseel.biB
anmeinEndedarinnverharrenwerde,stehtdahin.“と書かれてい
るが， この文章は続篇第6巻第1章の次の文と続くものと考えられる。
-;,,faheichwiederuman,woichsimEndedesftinfftenBuch
bewendenlassen.DaselbsthatdergeliebteLeserverstanden
23
daBichwiederumeinEinsidlerworden,auchwarumsolchesgesche-
hen;gebtihretmirderowegen, nunmehrzuerzehlen,wieichmich
insolchemStandverhalten.‘‘
かくして森の隠者の生活が再び始まることによって第6巻が第5巻の続
篇としての形式が整うことになる。
次に<Courasche>と<Simplicissimus>との形式的関連はどうか。
これは<Courasche>第1章の終りに明言しているように,<Simplicis-
simus5巻6章でジンプリチウスが彼女のことを,,,Esbefandsich
imSaurbrunneinesch6neDame,diesichvor ineAdelauBgab
undmeinesErachtensdochmehrmobilisalsnobiliswar.G.と書い
ていることに対する腹癒せにTrutz-Simplexとして口述筆記させたもの
であることは衆知の通りであるから問題はないと思う。
次に<Springinsfeld>と<Courasche>との続き具合はどうであろ
うか。 <Courasche>16章で彼女がある若い貴族の見習士官がすきにな
り，乳母に打明けて首尾よく逢う事になるが，傍にいるMarquedenterが
邪魔なので, ,,SpringinsFeldundfangeunsernSchecken!Der
HerrFahndrichwollteihngernber utenundunsdenselben
abhandelnundzugleichbarbezahlen.G@と命令した。そこで私の最初
の命令が彼の名前となったんだと ,,SpringinsfeldG@の名前の由来を説明
して, ,,UnddiesistebenderSpringinsfeld,denduSimplissimusin
deinerLebensbeschreibungoftmalvoreinengutenKerlrtih est.
DumuBtauchwissen,daBerallediejenigeStiicklein,dieerund
dubeides,inWestfalenundzuPhilippsburg,vertibet,undsonst
nochvielmehrdarzuvonsonstniemandalsvonmirundmeiner
altenMuttergelernet;dannalsichmichmitihmpaaret,warer
einfaltigeralseinSchafundkamwiederabgefeimtervonunsals
einLuchsundKernessigseinmag.@@
更に17章では, ,Schaue,meinSimplice!alsowarichbereitsdeines
KameradenSpringinsfeldsMatresseundLehrmeisterin,dadu
vielleichtdeinemKnannochderSchweinhtitet,.@と言う風に，
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­Simpliciusを潮笑している。かくてCourascheとSimplexの関係が
Trutz-Simplexにある事は明瞭であるが，それと同時にCourascheの
Springinsfeldとの関係を暴露して,Courascheを中心にSimplexと
Springinsfeldとの三角関係をも明かにしている。CourascheからSprin-
ginsfeldへの移りゆきを見ているうちに，その関係は単にCourasche
にとどまらず，既に作品<Simplicissmus>の中にその伏線があった事
に気がつく。それで<Simplicissimus>の中に現れているSpringinsfeld
を探ってみよう。彼の名が始めて現われるのは， Ⅱ巻31章で，
-;ichgabsihnenabernichtzu,sondernbefahl,siesoltenihr
GewehrinachtnehmenundalleindenSpring-ins-Feldobenbey
demKaminlassenunderwarten,obichohnLermenundRumor
davonkommenk6nte.…次にⅢ巻2章では,偽のJagerをこらしめる箇所
であるが, ,,AberSpring-ins-Feldwardamitnichtzufrieden,sondern
zwangdenJager,daBerdreySchafe(dannsovielhattensiestehlen
wollen)musteimHinternktissen,undzerkratzteihmnochdarzuso
abscheulichimGesicht,daBeraussahe,alsobermitdenKatzen
gefressenhatte,mitwelcherschlechtenSacheichzufriedenwar.‘‘
またⅢ巻7章では,,,AberichbrauchtehierzukeineTeuffels-
Kunst,sondernnurmeinenwolabgefaimtenunddurchtriebenen
Spring-ins-feld,dannalsdieConvoy,welchezimlichTrouppen
hielte,rectagegenunsiibervorbeypassierenwolte,fiengSpring-
insfeldausmeinemBefelchsoschr6cklichanzubrtillenwieeinOchs
undzuwiehernwieeinPferd,daBdergantzeWaldeinenWiderschall
davongab.‘‘またⅢ巻13章でJupiterとSpringinsfeldがSimplex
を忠告する所では, MeinemgetreustenCameradenSpringinsfeld
schenkteichzw61ffReichsthaler,derriethmirdagegen,ichsolte
meinReichtumvonmirthunodergewartigsein,daBichdadurch
inUngltickkame,danndieOfficirersehennichtgern,daBein
gemeinerSoldatmehrGeldhattealssie.“以上の文例でもわかるよう
に,SpringinsfeldはSimpliciusにとって最も信頼に値する戦友であり，
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の戦場では彼ほど頼りになる男はなかったと思われる。従ってSimpliciusと
CourascheおよびSpringinsfeldとの続き具合は充分に緊密に行なわれ
ているものと考えることが出来る。 その点を次に作品<Springinsfeld>
の側から考察して見よう。
クリスマス頃の寒き厳しい日にこの物語の話し手はある高貴な人の書記
を志願したが，体よく半ターレルのお金で玄関払いをくらってふらふらと
居酒屋に入って来る。そこで異様な格好の黒い上っ張りに緑の裏をつけた
ものを着た大男が太い巡礼の杖を横たえて，酒の中に粉薬を調合してうま
そうに飲んでいた。そこへ義足の男が入って来て，酒で身体が暖まると，
Geigeを出していろいろな音色を奏楽した。 ,,H6re,6;sagtederim
schwarzenRockferner,,,bistdunitderSpringinsfeld?;c-,,Vorzeit-
en,"antwortetdieser,,,warichs,aberjetztbinderStelzvorshaus
nachdengemeinenSprichwort;,,JungeSolda en,alteBettler!#@
,,AberwiekennstmichderHerr?G:-"AndeinerartlichenMusik,@@
antwortetjener,"alswelchei hbereitsvormehralsdreiBig
JahrenzuSoestgeh6rethabe.HastdunichtdamalseinenKame-
radengehabtunterdenendaselbestgelegenenDragonern,dersich
Simplicissimusgenennet?@@Da u Springinsfeldsolchesbejahete,
sagtederSchwarzrock."undebenderselbeSimpliciusbinich!"
(2.Kap)
かくて二人の戦友の避合がなされるのである。 CourascheがTrutz-
SimplexとしてSimplicissimusに対してpolemischな性格をもつと
すれば, SpringinsfeldはSimplicissimusに対する再会の歓びを描く
と同時に, Courascheに対して逆にSpringinsfeldの側からの暴露戦術
による復響が語られているのである。<Springinsfeld>第13章でSimp-
liciusが一別以来の消息をSpringinsfeldに聞き，その変った名前の由来
から,Courascheとの関係についてたづねると．,,DasistgewiB,mein
Simplice,daBihredamaligeliebreizendeSch6nheitvonsolchen
Kraftenwar,daBsienochwohlandereKerl,alsichgewesen,an
sichzuziehenvermochte;jasieha teauchmeritiert,vonden
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allervornehmstenundehrlichstenKavaliernbedientzuwerden,
wannsienichtsogottlosundverruchtgewesenware; abersie
warindenBegierdennachGeldsoersoffen,inallerleiSchelmsttik-
kenundDiebsgriffen, solcheszuerobern,soabgeftihrtundfertig
undinVergntigihrerbrtinstigenGeilheitsogarinsationabilis,daB
ichganzlichdarvorhalte, eshatteniemandkeineStindedaran
getan,wannerihrzurErsparungHolzeseinenhalbenMtihlstein
anHalsgehangtUndsieohneUrteilundRechtinZeinWasser
geworfenhatte.DieseUnholde,alssiemeinermtidworden,brachte
beides,durchihretapfereFaust, daraufsiesaB,zuwegen,da8ich
siewidermeinesHerzenWillenquittierenmuBte,…‘‘
CourascheとSpringinsfeldの喧嘩別れの話については<Courasche>
21章-22章に書かれているが，そこではSpringinsfeldの方が彼女に乱暴
を働いて，彼女を裸にして陣屋のかがり火の中に投げこもうと走り出した
ことがかかれているが,<Springinsfeld>の方ではやはり彼女に対する
憤癒の念があったことがわかる。かくてSimplicissimusに対して再会の
喜びを表明すると共に,Courascheに対してはpolemischな性格をもっ
ていることは見逃すべきではない。
それでは最後に<Springinsfeld>と<Vogelnest>との続き具合は
どうであろうか。<Springinsfeld>22章-23章で，彼がハンガリーでト
ルコ戦争に参加し負傷後療養中に和議が結ばれ，以来乞食の群に投じて生
活してゆくうちに，盲人の琵琶弾ひきの娘に年甲斐もなく惚れ込んで結婚
する事になるが，その義理の父母をなくしてしまったある日，川辺で未来
のことなどを若い妻と相談しているとき，水中にうつった木の影に陸の上
の木の股には見られない烏の巣がうっているのを見た。
Ichsaheihrgarebenzuundwurdegewahr,daBsieindemsel-
benAugenblickverschwand,alssiedasDing,dessenSchattenwir
imWassergesehen,indi Handgenommenhatte;dochsaheich
nochwohlihreGestaltimWasser,wiesienamlichdenBaum
wiederherunterkletterteundeinkleinesVogelnesti erHand
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hielte,dassievomBaumheruntergenommenhatte.この烏の巣を手
にすると，琵琶をひいて金儲けをして生活する方が安全だと言う Sprin-
ginsfeldに向って悪態をつき乍ら消え失せてしまう。年若い女房の行方を
案じながらも再び戦場にひき出された彼は炸裂する地雷にかかって片足を
失い，赤痢にかかって療養する内に和議がなり，香具師の仲間入りをして
ドイツに帰り， ミュンヘンの宿屋の主人の口から，不思議な烏の巣をもつ
彼の女房の消息をきく。町の内外で散々幽霊事件として人々を悩ました揚
句，男振りのよいパン職人と無理やりに結婚した彼女は，気味悪がった職
人が一切を｣戯悔したので夜中12人のHellebardirerの襲撃をうけ，職人は
目に見えないその女の短刀で刺され，近づいたパルチザンも斬りつけられ
たが，逆に見当つけて斬りつけたHellebardirerの刃にかかって遂に真二
つに斬り倒される。 こうして不思議な烏の巣の為に，虚栄に走り,Cour-
asche型の女となって肉慾の為に自らをあやまってEhebrecherとなり，
M6rderinとなって最後は魔女として火刑に処せられてしまう。彼女が死
に際に落したハンカチを拾い上げた一人のHenebardirerはそれ以来す
っかり身体全体，消えてなくなってしまった事を宿屋の主人からきいた
Springinsfdldはこれでまた新しい烏の巣の主人が出来たわけだと思うだ
が黙って立去った。 さてこの話をそっくりそのまま受けついでVogelnest
第1部は次のような書き出しで始まる。
DerseltsameSpringinsfelderzahletinseinerLebensbeschreibung,
welchergestaltseineLeirerindiesVogelnest,davonchj tztzu
redenvorgenommmen,voneinemBaumerhoben,dardurchunsicht-
barworden,allerleipossierlicheHandelangest ltundendlich
umLeibundLobenkommen;itemdaBbeiihr rAufopferung
derjenig,sosichnacheinemNasttichleingebuckt,dassieinihrem
SterbenausderHandfallenlassen,mitLeibundSeel,Hautund
Haaren,Kleidernundallemhinwegkommen,daBseithernie and
erfahren,wohinergeflogenodergestobensei.そしてその姿を消
した男こそこの私であると名のり出ている。最初それを手にした時は英国
皇帝の位と英大国全部とも交換したくないとさえ思った不思議な鳥の巣で
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あったが，いろいろと不思議な体験をして， そのためにおこった不幸の数
々を思うと空恐ろしくなり，遂にこの偶像からの脱出を願う気になって，
思い切ってそれを胸からはづし，七百の破片に切り裂いて捨ててしまう。
するとそれをせっせと忠実な蟻が集めて自分の巣に運んで行った。その時
狼の群が襲うて来たので傍のぶなの木によじのぼった。上を見ると二匹の
白い大蛇がいるし，下には狼が戦列をしいて襲わんとしていた。そこへ2
人の男が現れ， 1人はぼろをきた老人で， も1人は金持らしい男である。
老人は金持に向ってお金がほしいか，それとも姿をかくす宝がほしいかと
たづねると，金持は金はいらないから姿をかくす宝をくれと言った。老人
は蟻の運んでいる烏の巣を片手でとり，ぬれたハンカチで固め終ると忽ち
に姿が見えなくなった。それを確かめて金持に渡し立ち去ることを命じた
かくしてHellebardiererから金持の商人に烏の巣が渡り,Vogelnest第
1部から第2部に移るわけである。
以上作品の点からSimplicianischeSchriftenlO巻が相互に関連性をもっ
ているかどうかを形式の上から調べて見たのであるが，一応関連性を持続
する事が確認されたわけである。しかしながら今度は形式としてではなし
に，その本質として果してこれらの10巻の作品が終始同程度の緊密な同一
性によって結ばれているや否やを検討して見たいと思う。
まづ作者の点について言えば如何であるか。SimplicianischeSchriften
のVerfasser,Herausgeber,Erzahler,SchreiberなどがBeschluBの記事
を見てわかるように， これら数個の名前はみなAnagrammであること
は既述の通りで問題はないと思う。問題はただ作者が同一人であると言う
ことよりも，作品の主人公と作者の関係にあると思われるのである。何故
ならばGr.の作品はこの他にも多くあるにも拘らず，作者はこの10巻の
作品をSimplicianischeSchriftenとして一つのまとまりある叢書として取
扱はんとするのである。その秘密を開明するためにも是非とも作者と作品
の主人公の関係や全10巻を通じての内的構成を究明せねばならないであろ
う。その方法として筆者は作品の中に現れた<ich>という表現を分析し
て，作品の主人公と作者の相互関係を究明する事が近道であると考える。
さて<Simplicissimus>を開くと壁頭に,Eser6ffnetsichzudieser
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UnSererZeit (vonsolchermanglaubt,daBesdieletzteseie)…と
言う文章があり,所謂<dielezteZeit>の思想が伺える。これは無意味に
掲げられた言葉ではなしにSimplicianischeSchriftenを通じて最後の
Vogelnestに到るまで赤い糸のように貫いている観念に外ならない。すな
わち絶海の孤島で悪魔の誘惑のとどかない所でひたすら神に仕える隠者の
目から眺められた現世の姿は,実に終局が近づいたと思われたに違いない。
えんえんと業火の燃えさかる地上には頼むべきものは何一つなく，悪徳
の充満せる世界であり，自己を眩惑するものであった。従ってかかる見地
から天国も知らねば地獄も知らず，悪魔も病気もおのれの無知さえも知ら
ない生活に対して,"OedelsLeben!(dumogstwohlEselslebensagen)"
と叫ばざるを得なかった。すなわちそこに現れた<ich>は作品の主人公
であると同時に， 作者の立場をかねる所のDoppelgangigkeitがひそん
でいるのである。その態度からGundolfの所謂<romantischelronie>
が生ずるのである。冒頭に掲げられた射程がEnde-Zeitにあり,V巻の
終りでGuevaraのAdieuWelt!の文章を引合に出してEnde-Zeitと
思われるWeltからの脱出が説かれることにより，この作品は一応完結
したと見るのが当然である。丁度一定の目盛りのされた容器にその内容と
なるべきものをその目盛りの所までみたした以上は，その作品をそれ以上
続けることはただ溢れるだけである。それならば続篇第6巻の存在理由は
どこにあるか。それはその内容となるべきものの続行ではなくして，逆に
その内容の整理にある。作品の主人公としての<ich>の発展の跡を辿る
のでなしに，作者の立場にたつた<ich>が世界全体を烏徹して，この世
界に充満する悪徳の正体を把握する点に続篇の存在価値がある。 かくて
Simplicissimus個人の<ich>はGr．と言う作者の<ich>すなわち全作
品の統制者としての<ich>に移行している。この立場に立って現世を達
観すれば， そこに悪魔の一家があり． I11ziferからHoffart,Geitz,
Zorn,Neid,HaB,Rachgier,MiBgunst,Verleumdung,Wollust,
Faulheit等の悪徳が生じ，また人生の有為転変の姿を観ればBaldanders
との会話やScheermesser(雪隠の落し紙）の話などが生ずるわけである
従って第V巻までは観客の側から舞台の進展が観察されていたのに対し，
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第6巻では逆に舞台裏から事件の大道具小道具を説明するという仕方をと
っていると思われる。すなわち第5巻と第6巻の関係は同一線上の進展と
しての続行ではなくして，第5巻で一旦完結したものを非連続の連続とし
て，烏鰍的に円環を描いて続行しているのである。従ってかかる立場にだ
って観察する眼は個人の眼でなくして，世界全体を支配する全人の眼であ
り， そのような眼で眺められた続篇にはKalender-Schreiberとしての
作者の抱負が語られているのである。事実Continuatioとして書かれたも
のは第6巻だけに止らない。今その一例をあげてみると,AndereSimpli_
cianischenWunder-Geschicht.DritteContinuatioの中で,,,Wolten
abermeineTadlermichetwanvoreinenlgnorantenausschreien,
sosoltensienurmeinenEwigwehrendenCalendernebstvielen
andernnachdencklichenTractatleindurchzublatternsichnicht
verdriessenlassenundgedencken,daB,wieofftuntereinemunfla-
tigenManteleinguterPhilosophusstecket,als eya chbiswei-
lenuntereinemeinfaltiglautendenNahmenundvongeringen
SachendenWortennachhandelndemPapierwoletwasa rs
verborgen,daseinerundanderernichtalsobaldpenetrierenk6nne;$
とかかれている。然るにCourascheJPSpringinsfeldのSimplicissimus
に対する関係は個人的なものであるだけに一層緊密なるものがある。ただ
あくまでSimplicissimus自身を対象としていないからして，作者の代り
にSchreiber･fJNacherzahlerが出ているのである。尤もそのSchreiber
Nacherzahlerがまた作者のAnagrammであることは既にのべた通りで
ある。しかし<Courasche>第1章で<ich>と名告っているものはTrutz-
SimplexとしてのCourasche自身であって,Schreiberではない。この
作品28章を通じてSchreiberが自らを<ich>と表現して現れている箇所
は一つもない。徹頭徹尾Courascheの<ich>であり，その意味において
矛盾もなければイロニーもない。<Simplicissimus>5巻の5分の1にも
たりない<Courasche>が退屈なほど長く感ぜられるのはそこに何等の
発展もなければ転機もなく，終始現世としてのDiesseitigkeitを出てい
なからである。 Erdgeistのような女Courascheには絶望もなければ回
31
心(Bekehrung)もない。あるのは若さと美貌を道具として肉慾と物慾の
満足のために人々をだます事だけである。その意味においてTrutz-
SimplexとしてのCourascheはSimplexに対して<du>として登場し
徹頭徹尾男性を誘惑するものとして描かれている。それに反して同じ俗世
的であり，現実的であるSpringinsfeldは最後にSimpliciusの忠告に
従って彼の家でクリスト教徒として静かに息を引きとる男性<er>が描か
れている。Courascheは人間の社会から追われても，決して繊悔や後悔
がなくTigeunerの女王として放浪を続けるがSpringinsfeldはどうで
あろうか。
この作品28章のうち，最初の10章までの主な登場人物はSimpliciusと
Springinsfeldと書記であるが,<ich>として登場しているのは書記であ
る作者は書記の立場をかりてその人生観を表現している。何故結婚しない
かと言うSimpliciusの質問にSpringinsfeldが女性に対する不信をのべ,彼
の生い立ちの記を話す。 そして主人公は書記の<ich>からSpringinsfeld
に移る。物語りはかくして始めて緊迫感を帯びてくる。主人公の人生体験
の中で最も迫真にみちて描かれているのは第16章でN6rdlingenの合
戦後, Springinsfeldが放浪中に,厳寒の候,狼の群に襲撃されて九死に一
生を得る話と22章のLeierinとの結婚である。そして最後の27章でSim-
plexとSpringinsfeldの話を書記がnacherzahlenすることを依頼され
るに至って， またichの座がSpringinsfeldから書記に移行する。
Simpliciusと個人的な関係にあるCourasche(du)とSpringinsfeld(er)の物
語りが終ってSimplicianischeSchriftenは一応終りを見たと言えないこと
もない。何故ならばVogelnest第I,第Ⅱ部とSimpliciusとは何等個人
的な関係はないからである。ただ不思議な烏の巣の持主の一人が偶然，
Springinsfeldの若い妻Leierinであった事と，この不思議な烏の巣を通
じての関係が進展しているにすぎないからである。それなら烏の巣は何を
意味し， それがSimpliciusとはいかなる関係をもっているであろうか。
Couraschel8章でSpiritusfamiliarisというHausgeistの事が出てく
る。 ,,EinsmalsbrachtemireinalterHtihnerfanger,ichwollte
sagen,soeinalterSoldat,derlangvordemb6hmischenUnwesen
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eineMusketgetragenhatte, soetwas ineinemverschlossenen
Glaslein,welchesnichtrechteinerSpinnenundauchnichtrecht
einemSkorpiongleichsahe.''すなわち密閉したガラス瓶にくもともさそ
りとも見えるものが入っている。これは何だとたづねると,ErantwOrtet:
"FrauCourasche!esist indienenderGeist,welcherdemjenigen
Menschen,derihnerkauftundbeisichhat,groBGltickzuwegen
bringt."このHausgeistは何の象徴であろうかと言うと，この頃Courasche
は金さえ儲かれば手段をとわないと言う有様であった事を考慮にいれて考
えると， どうも利己心の象微ではないかと思う。少しでもやすく買って高
くこれをうりつけると言う精神の現れであると解釈されるのであるが， こ
のSpiritusfamiliarisが更に高度の発展を遂げたものがこの烏の巣では
ないかと思われる。すなわち烏の巣は突然現れたものでなしに，既にその
前身として、利己心、として現れていると見られるのである。 このSpiri-
tusfamiliarisが更により高度な進展をとげたものとして烏の巣が誕生し
たとすると， その烏の巣は何を象徴するものであるか。それは恐らく人間
の理性ではないかと思う。それならば人間理性の象徴とも解せられる鳥の
巣がSimplicianischeSchriftenの最後におかれているのはいかなる理由
に基くのか。
既に述べたようにSimplicius個人としての運命が一応の完結をつげた
後に，続篇第6巻は非連続の連続として烏鰍的な円環として連続する事を
知ったが，今またそれと同様な事が言えると思う。 Simplicissimus5巻
に対する6巻の関係とSimplicianischeSchriften8巻に対するVogelnest
I9Ⅱの関係が類似するものをもっていると考えられるのである。そして
SimplicianischeSchriftenlO巻を通じて共通の基盤を与えているものは
dieletzteZeit(End-Zeit)であり，その末世において跳梁する悪の世界
である。Vogelnestはこの悪徳の世界を浄璃瑠の鏡の如く映しだす神の遍
在を悟らしめるための契機である理性の象徴に外ならない。そしてこの人
間理性に執着して神の遍在を見ない者にはやがて身を減す道具となるので
ある。 Springinsbeld23章で,DiesDingistmiBlichundgefahrlich,
undm6chtesichleichtschicken,daBsichirgendseinerfande,der
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mehralsandereLeutesehenk6nnte,durchwelchenalsdanneiner
ertappetundendlichanseinenallerbestenHalsaufgehenketwer-
denm6chte,と言う風に，人に自分の姿が見られないと思っていると，さ
らにその自分の目の届かない所で自分を見ている者があることを警告して
いるのである。 Vogelnest第1部16章ではそれを一層明瞭に表現してい
る。 Solchesdestoehenderzufassenundzubeherztigen,machte
michdamalssehrbequem,dieweilalledieThorheiten,Fahler,Stind
undLaster,dieich,solangichdasVogel-NestinHanden
gehabt,vonanderngesehenundgeh6ret,nichtvorgenommen,
nochunterstanden,vielwenigervollbrachtwordenwaren,dafern
diejenige,diesolchebegangen,nurmeineunsichtbareGegenwart
gewusthatten[…〕かくて烏の巣は神の遍在(Allgegenwartigkeit)を
知らしめる契機であることはもはや疑をいれないであろう。第19章ではそ
れをもっと積極的にのべている。 Haltinn,armerMensch!dubist
nichtallein!DerTeufelreitzetdich,ersihetdirzuundlacht,wird
dichaberdochdeswegenamJtingstenGerichtanklagen.DieEngel
sehendirzumitBetrtibntiB;sietragenMitleidenmitdir,weilsie
dieseSiindnichtentschuldigenk6nnen・Gottsiehetdirzu,dendu
aufsh6chstebeleidigtunderz6rnest,welch rdichauchhierum
strafenwird.<Vogelnest>で<ich>の立場に立つものは,単に作中の
人物の個人的なichでなしに，神の遍在を認識する理性的立場に立つ
<ich>であり，それは同時に作者のichでもあるわけで,VogelnestlH
で描かれているのはこの<ich>によって眺められたsie(pl.)即ち人間共の
悪行である。 そしてかかる<ich>の立場は<SinplicissimusTeutch>
5巻の最後の主人公の立場であり， それはまた個人的な我を離れて，
volkstmmlichな立場にだって，新聞や暦を制作する作者の<iCh>であ
ると考えて差支えないであろう。そしてかかる広い大我の境地に達するた
めには必ずや個我の否定が前提とならねばならない。Vogelnestl部では
Hellebardiererが堪えがﾅこい良心の苛責に悩んだ揚句蜜蜂の襲撃をうけて
苦しまぎれに，臭気紛々たる糞尿の中に身を投じて後救はれたし，第Ⅱ部
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ではKaufmannが彼の罪の生活を後悔して戦場で負傷し，騎馬の蹄に踏
みつぶされ， その後僧によって救はれるのである。End-Zeitと思われる
この世界からの離脱は即ち新しき生への悟入を意味し， その境地に達した
ものはやがて広大無辺,私心なき<ich>の立場にたつ所のKalendersch-
reiberとして，「汚れた外套をきた善良な哲人」として悪徳の世界の中で
同胞教化や俗世の救済に当るであろう。 SimplicianischeSchriftenlO巻
の狙いはそこにあると思われるが， その形式としても二重の環によって緊
密な内的構成をもった壮大崇高なロマンであると考えられるのである。
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Über die Manier des Romans 
. von -Grimmelshausen 
in Bezug auf die „Simplicianischen Schriften" 
Seizo NAKAGA WA 
Grimmelshausens Werke teilt der Verfasser nach den Ansichten 
von Fr. Gundolf, F. H. Scholte und Hans Ehrenzeller in drei Grup-
pen, nämlich in die <(Simplicianischen Schriften),-, <(Idealromane),-
und <(Kalender-Geschichten),-. Die Idealromane sind eine Art 
von den geschichtlichen Romanen, in denen Grimmelshausen unter 
den Einflüssen von Moscherosch oder Zesen steht und seine Eigen. 
schaften noch nicht vollkommen darstellt, und welche solche Auffor-
derung der oberen Klassen im 17. Jahrhundert befriedigen wollen, 
ein Dichter solle durch die Antike ganz ausgebildet sein. Gr. hat 
zwar viele Anagramme gebraucht, aber in solchen Idealromanen, 
nämlich in <(Dietwald und Amelinde),-, <(Pruximus und Lympida),--
und in der politischen Schrift <(Ratio Status),- unterschrieb er 
seinen eigenen Namen, weil er vielleicht von den oberen Klassen 
beliebt sein, ihre Zuneigung bewahren wollte. Aber in seinen „Simp-
licianischen Schriften und Kalender-Geschichten hat er immer 
Anagramme benutzt. Er hat in solchen Anagrammen eine symboli-
sche Form seiner Lebensanschuung oder seiner dichterischen Ansicht 
gefunden. Die Simplicianischen Schriften in 10 Bänden haben nach 
der Konzeption des Gimmelshausen inhaltlich einen innigsten Zusam-
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menhang gegen-und zueinander, indem dieser mit des Simplicissimi 
Fortsetzung, sowie mit dem Vogelnest sozusagen als Vogelper-
spektive eine Kreise ziehend, nämlich als Kontinuität von einem 
Unkontinierlichen dasjenige Sachverhältnis enthält, das er mit dem 
Simplcissimus Teutsch in 5 Bänden sowie mit den „Simplicianischen 
Schriften" bis auf den 8. Band, nämlich mit der <Courasche>, und 
dem <Springinsfeld>, zum Ausdruck gebracht hat. Das Vogelnest 
bedeutet die menschliche Vernunft, durch welche Grimmelshausen 
Gottes Allgegenwärtigkeit begreifen läßt. Wer daher dieses 
Vogelnest besitzt, soll sich durch Gottes Gegenwärtigkeit bekehren 
lassen, ohne durch die Zauberkraft des Vogelnestes zur Verdammnis 
verurteilt zn werden. Solches wollte der Verfasser in Bezug auf die 
,,Simplicianischen Schriften" darstellen. 
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